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主の御降誕と新年のお慶びを申し上げます 
心穏やかにお正月をお迎えでしょうか？世界に平和がもたらされますように。災害のない毎日でありま

すように。物価が落ち着きますように。私に出来ることは何かしら・・・？今年もよろしくお願いします。 

インフルエンザが猛威を振るっています。手洗い・うがいを忘れずに。しっかりと栄養も取ってください。 

咳症状のある方はマスクをご使用ください。感染対策へのご協力、ありがとうございます。 
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＜ ありがとうございます ＞ 
ベトナムの青年たちより 

                  馬小屋の人形一式の 

                  寄贈が有りました。 

                  ベトナムから、手荷物扱いで、                     

                  飛行機で大事に運ばれてきました。 

           

                 青年たちが、休日を利用して、  

交代で作業に参加してくださり 

                 今年も素晴らしい馬小屋が 完成しております。                                             
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                                       夜のライトアップも 

                                 綺麗です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜ﾌﾞﾛｯｸ合同 待降節黙想会 11/30 岸和田教会にて＞ 

 

午前１１時より、クラレチアン会の〇崎〇神父様（今市教会主任）を 

講師にお招きして、ブロックの待降節黙想会が開かれました。 

 

〈午前の講話〉 テーマ：巡礼 

聖フランシスコ・ザビエルの「キリスト者の人生は、神の身元に 

行く巡礼である」との言葉にもあるように、世間一般で空海僧と 

同行二人で四国八十八か所を巡るお遍路がよく知られているが、 

我々にとっては、いつも共にいると約束して下さったイエスと共に歩んでいく人生そのものが巡礼で 

ある。 

世界各地への巡礼ツアーで出される豪華な夕食に疑問を呈された方がおられたが、人生という 

巡礼の旅の折には、幾多の苦労を伴うことが多く、しかしそれこそが巡礼の本来の姿である。 

アブラハム、モーセ、東方の３博士、聖パウロ、また聖マリアによって示されるように、旅の中に 

人生を見出し、物事の新たな見方に気付き、自分自身の霊性をより豊かに変えられていく。 

そこには様々なルートがあり、発見すべきこと、場所がある。旅の中で被造物を観想し、被造物への 

配慮が神への信仰を表現することだと悟る。また、巡礼は回心の経験であり、自分の存在を 

神の聖性に適合させるために〝変容〟させる経験でもある。 

 

〈午後の講話〉 テーマ：希望 

希望は、巡礼の旅における一番大切な持ち物である。希望は神から頂いたものであり、 

どのような苦しみの中にあっても、神の我々に対する愛はそれに勝るものであり、困難の渦中 

でさえも希望を見出せるかが、キリスト者のキリスト者たる所以、アイデンティティである。 

人間が根本的に変えられるのは、徴税人レビや罪の女の例にもあるように、赦してもらえた 

という体験によってであり、私たちは神から信頼されている、そして物事を識別する自由を与えられた 

存在であって、その我々に与えられた神の愛がいかなる苦しみにも勝るものであるのだと知ることが、 

聖年にあたって重要である。 

そして、神のみ言葉は決して反故にされない、預言者を通して語られたことは必ず実現するのだ 

という確信を持つことが大切である。つまり、神の約束に信頼を置くことが、希望の源となる。 

帰省の折には土産物を持参するように、真のふるさとである神の身元に帰る時に私たちが持参 

する土産物は、頂いた生命をどのように使ったか、神への愛、人々への愛のために人生を捧げたか 

ということである。生涯をかけての巡礼の最終目標は、旅の終わりに私たちが〝幸せな人〟と 

神から祝福を受けて、神の身元で永遠の生命に入ることである。 

《 ※当日の講話が収録された CD が届いていますので、お申し出ください。 》 
 



＜ベトナム語 待降節黙想会 11/30 15 時～ 浜寺教会にて＞ 
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＜＜第１６回クリスマスコンサート  １２／２１(日)１３：３０～＞＞ 
   冷たい雨の中 ８７名ものお客様をお迎えし、無事にコンサートが開催出来ましたこと、 

心より感謝いたします。準備から後片付けまで、たくさんのご協力ありがとうございました。 

ゆっくりと反省会をしなくてはいけないのですが・・・。来月の評議会にて振り返りを行います。 

それまでに、気づかれたことがございましたら、忘れないうちに、宣教委員・三役までお伝えください。 

紙面の都合上、詳しくは次号で掲載いたします。  

 

 

 

 

※成人の祈り・・・１月４日（日）ミサの中で、成人式を迎える若者たちのために一緒に祈りましょう 

           今年度の新成人は、〇木〇輔さん、〇涼〇郎さんです。 

 ※新年会・・・1 月１１日（日） ミサ後、信徒会館で行います。たくさんのご参加をお待ちしております。 



 

 

１月主日ﾐｻ担当一覧    浜 寺 ９：３０ 和 泉 ９：３０ 岸和田 ９：３０ 

１日（木・祝）  

神の母聖マリア 
   村 田 ザベリオ会  アンザネロ・トレス 

４日 主の公現    村 田 
    トレス 

村 田（評議会） 
   アンザネロ 

１１日 主の洗礼 
アンザネロ 

１１時ポ語 イッポリト 
    村 田    ジュアン（評議会） 

１８日 年間第２主日 ジュアン（評議会） 
    村 田 

11 時 村 田（英語） 
 アンザネロ・トレス 

２５日 年間第３主日  アンザネロ・トレス     ジュアン 
村 田 

11 時 村 田（英語） 

◇主日前晩のミサ ・・・ 和泉 19:30（今月は ２４日）   

◇平日のミサ ・・・浜 寺 ： 火曜日（毎週）  …9:00                   和泉   ：  金曜日（毎月第１）…9:30 

                  金曜日（毎月第 1）…9:30        岸和田  ：  木曜日（毎週）… 9:00 

◇ポルトガル語ミサ・・・ 毎月第 2 日曜日…11:00（浜寺） 

◇英語ミサ ・・・      （和泉）毎月第 3 日曜日…11:00 

（岸和田）毎月第 4 日曜日･･･11:00  

◇聖書の分かち合い ・・・ 火曜日ミサ後（浜寺）・・・ジュアン司祭 （今月は、１３日・ ２７日） 

                                            

You Tube にて、 カトリック岸和田教会の主日のミサが、９：３０より配信されています。 

「ｶﾄﾘｯｸ岸和田教会」で、検索ください。時間をおいても、ご覧になれます。 

     ご自宅で、霊的聖体拝領としてご参加・お祈りください。 
 

     １月の 受付＋お茶当番/掃除割り当て/共同祈願 （ご協力ください）   
 

 
 

 

←11 日 新年会 

 

 

 

※祭壇の花活けの奉仕者を募っています。                     

現在、お一人でがんばって下さっています。 

1 回/月でもかまいません。ご協力ください！ 

 

※ 葬儀のお手伝いをしてくださる方の、グループ LINE を作る予定です。ご登録をお願いします。 

〇訃報の連絡が入ったら、先ずこのラインで流します。 

直ぐに駆けつけて、信徒会館や畳の部屋に掃除機をかけたり、簡易畳を敷いて、 

お迎えの準備を致します。 

必要時、エマオから布団を運びます。 

      〇その時の状況で、来れる方は、LINE に「行きます」を入れて、教会へきてください。 

         これまで、数名の同じメンバーが上記のお迎えまでの準備をしておりました。 

         お手伝いしてくださる方を、幅広く増やしておきたいと考えています。 

 

      〇ご遺体搬入後、細かい時間が決まったら、三役へ連絡網の手配をしてもらいます。 

お通夜・葬儀ミサなどの準備は、典礼委員を中心に行います。 

 聖 堂 トイレ 信徒会館 共同祈願  受付＋お茶当番 

１日 ｔ                                         

４日     堺 泉大津 ベトナム 広 報            堺 

１１日    財 務      高 石 

１８日 高石 ベトナム   社会活動        泉大津        

２５日 泉大津 堺  庶 務         堺 

三役までお声掛け 

ください  


